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抄録

本研究では、音楽を活用した発達評価ツール「たんぽぽ」について保育場面などに

おける活用と早期発見・さらに早期対応の可能性について検討を行った。その結果、評

価された発達年齢が生活年齢に届いている子ども、すなわち定型発達をみせる子どもが

ほとんど(約 91%)であったが、一方で発達の進み方等が異なる子どももまた見られた。

生活年齢に発達が追いついていない「アンダーシュート」が見られた子どもに関しては、

その領域における発達の遅れを疑うことが可能であった。また一部の項目に困難を示す

「ブランク」のあった子どもは、例えば「教師の手本を見て真似ることができる」のよう

に、それぞれの発達段階において特定の項目に共通して特徴が見られることが分かった。

さらに、共通してブランクの見られた項目の前後は達成している子どもが多かった。こ

れらのことから、評価項目にブランクの見られた子どもについては、評価項目が抱える

誤差というよりはむしろ、対人関係に困難を示す自閉症スペクトラムのような障害に由

来している可能性が高かったものと考えられる。以上のことから、「たんぽぽ」が子ども

の発達を客観的に知りうる「アセスメントツール」であることが再確認されたと考えら

れる。さらにいわゆる「気になる子」の早期発見という観点からは、保育など広い場面

で「スクリーニング」の前段階として活用可能な「プレスクリーニング」ともいうべき

役割を果たすことが明らかとなった。

I.はじめに

1. 保育場面など就学前におけるいわゆる「気に

なる子」の早期発見・早期対応

今日、特別支援教育が推進されるようになり、

中でも学習障害 (LD)や注意欠知/多動性障害

(AD/HD)、自閉スペクトラム症等いわゆる発達

障害と呼ばれる子どもの存在が日本でも広く認知

されてきている。 2012年に文部科学省が全国の
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教師に対して実施したアンケート調査によると、

LDやAD/HD、自閉スペクトラム症等により学習

面や行動面で困難が認められ、特別な教育的支援

を必要としている可能性のある子ども生徒が通常

の学級に約 6.3%いることが報告されている 19)。

この調査の回答者は学校の教諭であり、発達障害

などの診断の有無を問わない数であるが、通常の

学級において何らかの形で特別な支援を必要とす

る子どもが少なからず存在する可能性が高いこと
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は明白である。

ここでこれらの子どもは就学以前までにどのよ

うな対応がなされてきたのであろうか。我が国で

は、母子保健法に基づき、子どもの就学前に市町

村による乳幼児健康診査が実施されている 7)。乳

幼児健康診査は、疾病の異常や早期発見(二次予

防)の機会として重要であり、さらにリスクの早

期発見による疾病等、発生予防(一次予防)のた

めの保健指導に結び付ける機会としても重要な意

義を有するとされており 13)14)、障害のある子ど

もについてはこの乳幼児健康診査等で気づきがあ

る場合が多い。しかし、上述した文部科学省の調

査結果をみれば、乳幼児健康診査で発見すること

ができず、就学前に適切な対応のされないまま小

学校ヘ入学してくる子どもが少なからず存在して

いる可能性も否めない。ここで仮に、就学以前の

早い段階から子どもの発達の遅れや偏りが明らか

になれば、より早期からの療育的対応を行うこと

が可能となる。すなわち、保育所(園)や幼稚園

の段階においていわゆる「気になる子」について

早期発見が可能となれば、保育士の気づきゃ療育

相談等による保育内容の充実や保護者の障害受容

の促進、医療的対応などの早期対応に結びつく可

能性が高まるであろう。就学前にこのような早期

対応がされることで、現在学校現場で課題とされ

ている教育的対応の困難さの改善に繋がることが

期待できる。そのためには、定型発達を基礎とす

る客観的な子どもの発達評価が不可欠である。

2. 子どもの発達とその評価
子どもの発達に関しては、これまでに様々な

研究がなされており、ピアジェやワロンをはじめ

とした様々な発達理論が存在している 2)10)。さ

らに発達評価という観点からは知能検査以外に

も、これまでに乳幼児向けの発達検査法が工夫さ

れてきている。遠城寺 (1958)5)は、乳幼児の

精神面のみでなく身体的発達も含め発達状況を全

般的に捉えて分析を行おうと、遠城寺式乳幼児分

析的発達検査を開発した。その後、子どもの生活

環境の変化や検査法の進歩等を取り入れ、 1976

年に九大小児科改訂版として発表された。 PARS

(Pervasive Developmental Disorders Autism 

Society Japan Rating Scale)は、広汎性発達障害

に焦点をあて、被評定者が広汎性発達障害として

の特性を持つか否かを判断することを目的として

開発された1)17) 18)。また、自閉症・広汎性発達

障害の早期発見を目的として開発されたM-CHAT

(Modified Checklist for Autism in Toddlers)は、

英国でBaron-Cohenらによって開発された乳幼

児期自閉症チェックリスト (Checklistfor Autism 

in Toddlers ; CHAT)に、米国で Robinsらが2

歳前後の幼児を対象として、修正を加え発展さ

せたものである。我が国では、神尾らが日本版

M-CHATを作成している 15)16)。これらの心理検

査の背景には、原則として特定の心理学理論が存

在していることから、得られる所見については認

知や身体、あるいは社会性などを用いた心理学的

理論に基づいた特定の要素の範囲に限られること

は言うまでもない。それらは、例えば子どもの発

達を要素別に詳細に知ろうとした際には極めて有

効であろう。しかし一方で、実際の保育所(園)

や幼稚園、学校などの実践現場においては、子ど

もの心理的、身体的、あるいは社会的な発達の状

態を「総合的に見る」必要に迫られる場合がほと

んどである。心理検査の中には、子どもの全般的

な発達の様子を評価することができるよう作成さ

れた発達検査も考案されているが、知能検査のよ

うに特別に時聞を設けて評価する必要や専門家で

なければ実施できないものも多く、実際の実践場

面において担当者が実施するには時間的制約等の

面から困難である場合も少なくない。実際の保育

や教育現場で当事者が実施可能である、何らかの

発達検査の工夫が望まれるところである。

ここで実際の保育や教育現場において広く使わ

れている題材として音楽をあげることができる。

特に特別支援教育の場面において音楽は、非言語

的媒体であることから様々な活動に応用され、そ

の効果が期待されている7)。翻って音楽的観点か

ら子どもの発達とはどのように捉えられるもので

あろうか。現代社会は音や音楽で溢れており、私

たちの生活と音楽は密接な関係にあると言える。

その中で、子どもは成長過程においてそれぞれの

発達段階に応じ、歌を歌ったり、楽器に触れて音

を出したり、音楽に合わせて身体を動かしたり、

音や音楽にじっと耳を傾けたりするような様々な

音楽行動を体験していく。こうして子どもは、無

意識のうちに音や音楽を通して見る、聴く、声を

出す、手足を動かすなど、様々な機能を高めな

がら音楽能力に繋がる基盤を固めていく。梅本

(1966) 3)は、人聞が音楽と関係を持つことすべ

ては広い意味での音楽行動であるとし、音楽行動

の発達は音楽に関係する子どもの全体的な発達と

切り離してみることはできないと指摘している。

仮に、音楽を子どもの発達評価の具体的な指標と

して用いることができれば、保育士などが普段の

保育活動の中で子どもの音楽的反応や活動の様子
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を観察することで発達評価が可能となる。

3. 音楽を活用した子どもの発達評価ツール「た

んぽぽ」

上述したことを踏まえて興座ら (2005)12)は、

「音楽は認知や情動など様々な要素が内包してい

るという特'性を持っていることから、音楽を通し

た発達を一つの流れとして捉えることにより、子

どものさまざまな面における発達を知ることがで

きる。従って、音楽を通じて子どもの実態把握及

び具体的な取り組み案を考案することが可能とな

れば、子どもの発達支援へ繋げていくことができ

る」ことを指摘し、子どもの実態把握の手段とし

て音楽の有効性を示唆している。さらに音楽が非

言語的媒体であることを考慮すれば、特に乳幼児

期における子どもや発達に遅れのある子どもの全

般的な発達を見る際に、音楽は極めて有効な手段

になるものと考えられる。これらのことを踏まえ

て輿座ら (2005)12)は、教育現場において活用

される機会の多い音楽を音楽の持つ大きな特性に

着目し、新たな発達指標及び取り組み案として 7

点のツールの作成を試みている。以後本研究では、

これら 7点のツールを総称して「たんぽぽ」と

呼ぶこととする。

この「たんぽぽ」は、教育現場での活用を目的

としてこれまでに様々な検討・改善が行われてき

た4)6) 11)。その中で、大城 (2012)6)は「アセ

スメントツール」に含まれているチェックリスト

における信頼性及び妥当性について検討を行い、

それぞれ内的整合性と構成概念妥当性老検証し

た。さらに、江島 (2012)4)は本チェックリス

トの信頼性をより高めることを目的として、県内

の保育所と連携し特に O歳0ヶ月.......5歳 11ヶ

月の健常な乳幼児の事例を合計668名収集して

いる。得られた資料について江島は、まずO歳0

ヶ月.......0歳 11ヶ月(以下乳児とする)の 23名

の分析を行っているが、 l歳0ヶ月.......5歳 11ヶ

月(以下幼児とする)の 645名の事例の分析は

未だ行われていない。本研究では江島の研究を引

き継ぎ、残りの645名の幼児を対象として、個

人用プロフィールを用いて一人ひとりの音楽の発

達段階を年齢ごとに詳細に分析していく。このこ

とを通じて、「たんぽぽ」の有用性と課題あるい

は今後の可能性老明らかにしながら、いわゆる「気

になる子」の早期発見・早期対応の可能性を探る。

ll. 目的
本研究では、江島 (2012)4)が収集した645

-11ー

名の幼児を対象とし、「たんぽぽ」の7点のツー

ルのメインツール内にある、「歌唱」領域、「器楽」

領域、「身体表現」領域、「鑑賞」領域の4つの

領域を合わせた「個人用プロフィール」を作成す

ることにより、一人ひとりの音楽の発達段階を年

齢ごとに詳細に分析していく。先の江島が乳児に

ついて検討を加えたことを踏まえて、本研究では

特に健常な幼児についてさらに詳細に分析するこ

とにより、特に「たんぽぽ」を用いたいわゆる「気

になる子」の早期発見の可能性について探る。こ

れらのことを踏まえて、保育あるいは教育、子育

てなど様々な場面における「たんぽぽ」活用の可

能性を考えていく。

m.方法
江島 (2012)4)は沖縄県内の公立保育所に在

籍する乳幼児について、輿座ら (2003)12)によ

って作成された 7点のツール内の一つである「チ

ェックリスト」を用いて、乳幼児を実際に担当し

ている保育士に依頼して評価を行っている。調査

期間は 2011年 10月から 12月の2ヶ月間、対

象児は乳幼児合わせて 668名であった(表 1)。

このうち乳児23名についてはすでに江島によっ

て分析が行われているのでここでは割愛する。本

研究では 1歳以上の健常幼児645名について対

象とするが、記入ミスや明らかな誤差などを含む

ものについては分析の対象から外すことにした。

また、 5歳児についてはほとんどが幼稚園に在籍

しており、事例数が極めて少ないことから今回の

分析対象から除外した。その結果、 1歳0ヶ月~

l歳 11ヶ月の9名、 3歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月

の1名、そして 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の 16

名のデータを省いた 1歳0ヶ月.......1歳 11ヶ月

104名、 2歳0ヶ月 .......2歳 11ヶ月 155名、 3

歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月 167名、 4歳0ヶ月~

4歳 11ヶ月 162名の合計588名のデータを今

回の分析の対象とした。
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表 1 生活年齢による対象児の内訳
(n=668、江島 (2012)3)) 

生活年齢 人数

0歳0ヶ月.....0歳 11ヶ月 23 

1歳0ヶ月.....1歳 11ヶ月 113 

2歳0ヶ月.....2歳 11ヶ月 155 

3歳0ヶ月.....3歳 11ヶ月 168 

4歳0ヶ月.....4歳 11ヶ月 178 

5歳0ヶ月.....5歳 11ヶ月 31 

まず保育士によって「たんぽぽ」内の「チェ

ックリスト」に記入された対象幼児の評価を全て

「個人用プロフィール」に展開した。この「個人

用プロフィール」は、先の7点のツール内の一

つであり、「チェックリスト」の結果を一覧にし

て見るための補助ツールとなっている。本研究で

は、「個人用プロフィール」にまとめた個々の健

常幼児のデータを年齢別、領域別 (1歌唱J1器楽」

「身体表現J1鑑賞J)に分類した。これら得られ

た所見に基づいて、特に個々の児の生活年齢と「チ

ェックリスト」に記された発達年齢について、詳

細に比較検討を行った。

lV.結果と考察

「チェックリスト」に記入された対象幼児の評

価を「個人用プロフィール」に展開した後、こ

れらを年齢および4つの領域別に分析を行った。

その結果、「生活年齢」が「チェックリスト」に

評価された「発達年齢」に届いている幼児は、全

体の約91%であった。一方で、それに該当しな

い幼児も少なからず見られた。以下にそれら 3

つの特徴を示す。

1)アンダーシュート (undershoot): 4つの領

域それぞれにおいて、「生活年齢」よりも「チ

ェックリスト」に評価された「発達年齢」が

低い場合、すなわち発達が留まっている場合。

2)オーバーシュート (overshoot): 4つの領域

それぞれにおいて、「生活年齢」よりも「チ

ェックリスト」に評価された「発達年齢」が

高い場合、すなわち発達が著しく進んでいる

場A00  

3)ブランク (blank):発達は進んでいるものの、

特定の項目において発達が見られない場合。

本研究においては、いわゆる「気になる子」の

早期発見・早期対応という観点から、この3つ

の特徴のうち、特にアンダーシュートとブランク

に着目して領域毎に考察を行う。

1. 1歌唱」領域

1歳0ヶ月.........1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児 104名の中で、「歌唱」領域においてアンダー

シュートが見られた幼児は 13名(11.9%)、 2

歳0ヶ月.........2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

152名中 19名 (12.5%)が、 3歳0ヶ月.........3

歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児 166名中23名

(14.1 %)、 4歳0ヶ月.........4歳 11ヶ月の生活年齢

にある幼児 163名中 12名 (7.3%)であった。

4歳0ヶ月.........4歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

が7.3%とアンダーシュートの割合が最も低いこ

とが分かつた。また、 3歳0ヶ月.........3歳 11ヶ月

の生活年齢にある幼児は、他の生活年齢に比べ

14%と最も割合が高かった。

l歳0ヶ月.........1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児104名の中で、「歌唱」領域においてブランク

が見られた幼児は22名 (21.1%)、 2歳0ヶ月

.........2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児 152名中

では9名 (5.9%)、3歳0ヶ月.........3歳 11ヶ月の

生活年齢にある幼児 166名中では6名 (3.6%)

であった。また、 4歳0ヶ月.........4歳 11ヶ月の生

活年齢にある幼児 163名中 11名 (6.7%)にブ

ランクが見られ、特に 1歳0ヶ月.........1歳 11ヶ

月の生活年齢にある幼児のブランクの割合が最も

高く、 21.1%となった。

2. r器楽」領域
「器楽」領域においてアンダーシュートが見ら

れた幼児は、 1歳0ヶ月.........1歳 11ヶ月の生活年

齢にある幼児97名の中で、 16名(15.6%)、2

歳0ヶ月.........2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

150中17名(11.3%)、 3歳0ヶ月.........3歳 11

ヶ月の生活年齢にある幼児 162名中 17名(10.4

%)、 4歳0ヶ月.........4歳 11ヶ月の生活年齢にあ

る幼児 161名中 15名 (9.3%)であった。 1歳

0ヶ月---1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児につ

いてアンダーシュートの割合が高く、一方で4

歳0ヶ月---4歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児に

おいては、「歌唱」領域と同様アンダーシュート

の割合が低い結果となった。

l歳0ヶ月---1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児97名の中で、「器楽」領域においてブランク

が見られた幼児は51名 (52.5%)、2歳0ヶ月

-12-
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.......2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児 150名中

26名(17.3%)が、 3歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月

の生活年齢にある幼児 162名中22名 (13.5%)、

4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

161名中22名(13.6%)であった。 1歳0ヶ月

.......1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児のブランク

の割合が最も高く、 52.5%となった。

3. r身体表現」領域
l歳0ヶ月.......1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児 104名の中で、「身体表現」領域においてアン

ダーシュートが見られた幼児は7名 (6.7%)、2

歳0ヶ月.......2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児に

おいては 150名中4名 (2.6%)が、 3歳0ヶ月

.......3歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児 164名中

9名 (5.4%)、 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の生活

年齢にある幼児 161名中3名(1.8%)であった。

l歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

は、「歌唱」領域、「器楽」領域においてアンダー

シュートの割合が比較的多かったことに対して、

「身体表現」領域においては割合が低い結果とな

った。また、 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の生活年

齢にある幼児においては、「歌唱」領域、「器楽」

領域、「身体表現」領域ともに、他の生活年齢と

比べて最も割合が低いという結果が得られた。

1歳0ヶ月.......1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児 104名の中で、「身体表現」領域においてブ

ランクが見られた幼児は25名 (24.0%)、2歳

0ヶ月.......2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児 150

名中20名(13.3%)が、 3歳0ヶ月.......3歳 11

ヶ月の生活年齢にある幼児164名中5名(3.0%)、

4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児

161名中35名 (21.7%)であった。また、 l歳

0ヶ月.......1歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児のブ

ランクの割合が最も高く、 24.0%となった。一

方で、 3歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月の生活年齢にあ

る幼児においては、ブランクの割合が最も少なか

った。

4 r鑑賞」領域

今回鑑賞領域においては、評価を実施している

保育所が少なく他の3つの領域と比べ得られた事

例は少なかった。 1歳0ヶ月.......1歳 11ヶ月の生

活年齢にある幼児56名の中で、「鑑賞」領域に

おいてアンダーシュートが見られた幼児は0名(0

%)、 2歳0ヶ月.......2歳 11ヶ月の生活年齢にあ

る幼児60名中3名 (5.0%)が、 3歳0ヶ月~

3歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児68名中 11名

(16.1 %)、 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の生活年齢

にある幼児75名中 1名(1.3%)であった。ア

ンダーシュートの割合が低かったのは、 1歳0ヶ

月.......1歳 11ヶ月と 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ月の

生活年齢にある幼児であった。さらに、 3歳0ヶ

月.......3歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児は、 16.1

%とアンダーシュートの割合が最も高かった。

2歳0ヶ月.......2歳 11ヶ月の生活年齢にある幼

児60名の中で、「鑑賞」領域においてブランク

が見られた幼児は l名(1.6%)であった。その

他の、 1歳0ヶ月.......1歳 11ヶ月の生活年齢にあ

る幼児56名、 3歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月の生活

年齢にある幼児68名、 4歳0ヶ月.......4歳 11ヶ

月の生活年齢にある幼児75名においては、ブラ

ンクは見られなかった。

5. 全領域におけるアンダーシュートとブランク

の特徴

5・1. アンダーシュー卜

まず4つの領域においてアンダーシュートの

見られた幼児を取り出した。その結果、例えば3

歳0ヶ月.......3歳 11ヶ月の生活年齢にある幼児に

おいては、「歌唱」領域23名、「器楽」領域 17名、

「身体表現」領域9名、「鑑賞」領域 11名と4つ

の領域それぞれにおいて、アンダーシュートの数

にばらつきがあった。その他の生活年齢において

も、各領域でアンダーシュートの数にばらつきが

見られた(図 1)。このように、アンダーシュー

トが見られる幼児は全領域において遅れがあると

は限らず、例えば「歌唱領域のみ遅れが見られる」

など、特定の領域においてもアンダーシュートが

見られる幼児が存在していることが明らかとなっ

た。以下に具体的な事例を示す。

{人} 図敬唱目標楽園身体表現図鑑賞
25 

20 

15 

10 

5 

。
1 : 0-1 : 11 2: 0-2: 11 3: 0四 3:114:0-4:11

図1 4つの領域においてアンダーシュートの
みられた幼児数

q
d
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事例 1は、生活年齢が3歳0ヶ月である。そ

のため、本来ならば発達年齢 3 歳 0 ヶ月 ~3 歳

11ヶ月まで発達が届いていなければならない。

しかし、「歌唱」領域に目を向けてみると、 2歳

。ヶ月 ~2 歳 11 ヶ月の小項目 2 1音程の上がり

下がりができるようになる」という項目で「芽生

えJ(:!::)の反応が見られた。したがって、本児

は現在「簡単な二語文を話すことはでき、正確な

リズムや音程で歌うことは一部やりとりが可能で

ある」段階まで発達が進んでいるということに

なる。「器楽」領域においては 2 歳 0 ヶ月 ~2 歳

11ヶ月の小項目 31旋律楽器(オルガン、木琴

など)にある印を見て、 1 本指や片手打ちで 2~

3音を出すことができる」、「身体表現」領域にお

いては 2 歳 0 ヶ月~2 歳 11 ヶ月の小項目 1 1教

師の示す手本を見て、それに合わせて歩いたり、

走ったり、止まったりすることができる」、「鑑賞」

領域においては、 2 歳 0 ヶ月~2 歳 11 ヶ月の中

項目⑦「好きな音楽や、教師や友だちの歌などを

集中して聴くことができる」段階にあり、 4つの

領域全てにおいて発達年齢 2 歳 0 ヶ月~2 歳 11

ヶ月で発達が留まっていることが明らかである

(図2)。

図2 事例1(3歳0ヶ月)における評価ツールの実施例

一方、事例2は、生活年齢が2歳8ヶ月であ

り、「器楽」、「身体表現」、「鑑賞」領域においては、

発達年齢 2 歳 0 ヶ月 ~2 歳 11 ヶ月の全ての項

目に発達が届いている。しかし、「歌唱」領域に

目を向けてみると他の3つの領域と発達段階は

異なり、アンダーシュートが見られた。したがっ

ことばの発達

て本児は、「歌唱」領域においては 2歳0ヶ月~

2歳 11ヶ月の小項目 11簡単な二語文 (1ワンワ

ンネJ1ママアッチ」など)を話すことがで

きる」段階に発達が留まっているということにな

る(図3)。

ー曲全体を通して歌うことができる

図3 事例2(2歳8ヶ月)における評価ツールの実施例
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以上述べてきたことから、アンダーシュートが

見られた幼児に対しては、「たんぽぽ」を使用す

ることで生活年齢と発達段階との相違が明らかと

なったと考えている。換言すれば、アンダーシュ

ートが見られた幼児に対しては発達の遅れを疑う

ことができ、さらに具体的にどの領域に困難があ

るのか客観的に見ることができたと考えられる。

最終的な判断は専門機関などにおいて実施される

知能検査等に委ねることが必要であるが、「たん

ぽぽ」が保育などの実銭場面において、発達の遅

れを客観的に知りうるツールであると考えること

ができる。

5-2. ブランク

4つの領域ごとにブランクの見られた幼児を取

り出した。その結果、 1歳0ヶ月---4歳 11ヶ月

の生活年齢にある幼児について、 4つの領域それ

ぞれにおいてブランクの数にばらつきが見られ

た。その中でも、「器楽」領域はどの生活年齢に

おいても数が多いことが分かつた(図4)。これ

らの結果から、ブランクが見られる幼児は、アン

ダーシュートと同様に4つの領域の全てにおいて

ブランクが見られるわけではなく、特定の領域に

おいてブランクが見られる幼児が多く存在したこ

とが分かる。以下に具体的な事例を示す。

図歌唱回器楽図身体表現回鑑賞

12 

10 

8 

4 

。
1 : 0-1: 11 2: 0-2: 11 3: 0-3: 11 4: 0-4: 11 

図4 4つの領域においてブランクの見られた
幼児数

事例3は、生活年齢が2歳7ヶ月であり、 4

つの領域全てにおいて発達年齢2歳0ヶ月---2

歳 11ヶ月の最終項目に発達が届いている。しか

し、「身体表現」領域においては「教師の示す手

本を見て、それに合わせて歩いたり、定ったり、

止まったりすることができる」についてブランク

が見られた。ブランクが見られる幼児には、この

ように特定の領域においてプランクが見られるこ

とが多かった。また、「器楽」領域、「身体表現」

領域にブランクが見られるなど2つの領域にお

いてブランクがある場合もあった(図5)。

図5事例3(2歳7ヶ月)における評価ツールの実施例

事例4は、生活年齢が4歳1ヶ月であり、評

価がされていなかった「鑑賞」領域を除く 3つ

の領域全てにおいて、発達年齢4歳0ヶ月---4

歳 11ヶ月の項目に発達が届いているが、全般的

にみるとブランクが多く見られた。さらに、大項

目「模唱」については3つの領域に共通してブラ

ンクがあった。それぞれの領域における中項目⑤

と⑥を見ると、本児は「歌唱」領域については「フ

レーズの語尾や語頭を歌うことができる、あやし

-15-

ことぼや歌の中のリズミカルな乙とばの部分をま

ねることができる」、「器楽」領域は「曲を聴きな

がら音を出すことができる、自由に自分なりのリ

ズムで打楽器を打つことができる」、「身体表現」

領域は「教師と一緒に握手などの動作をすること

ができる、 2拍子などの音楽を聴くと、その拍子

のリズムをとらえて、頭や手を振ったりすること

ができる」等の小項目においてブランクが見られ

た(図6)。
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図6 事例4 (4歳1ヶ月)における評価ツールの実施例

全般的に見てブランクのあった幼児は、アンダ

ーシュートがあった場合と比べ明らかに数が多か

った。それら幼児全ての「個人用プロフィール」

についてブランクを中心に詳細に比較検討する

と、事例で示した項目の他に、例えば「音楽を聴

きながら、教師と一緒に握手などの動作をするこ

とができる (1歳0ヶ月---1歳5ヶ月)Jや「わ

らべうたを歌いながら、集団遊びをすることが

できる (4歳0ヶ月---4歳 11ヶ月)Jのように、

それぞれの発達段階において特定の項目に共通し

てブランクが見られることが分かつた。その一方

で、共通してブランクの見られた項目の前後の項

目は達成されていた。これらブランクの見られた

項目は「模倣」や「集団活動」など「対人関係」

に関わる内容であったことは特徴的である。これ

らのことから、今回評価項目にブランクの見られ

た幼児については、評価項目が抱える誤差をとい

うよりはむしろ、対人関係に困難を示す自閉スペ

クトラム症のような障害に由来している可能性が

高かったものと考えられる。

上述したアンダーシュートの場合には発達の遅

れを疑うことが可能であったが、プランクの場合

には部分的とはいえ障害特性に関わる特異的な特

性老知ることができたと考えている。以上述べて

きたことから、「たんぽぽ」が発達の遅れや障害

特性老客観的に知りうる「アセスメントツール」

であることが再確認され、さらにいわゆる「気に

なる子」の早期発見という観点からは「スクリー

ニングツール」となりうるものと考えることがで

きる。

v.総合考察
1.保育現場などにおける「たんぽぽ」の活用と

早期発見・早期対応の可能性

実際の保育の場面において例えば保育士は、行

動面などから子どもの障害の可能性を何らかの形

で感じ取っている場合が多いと考えられる。しか

し、一般にそれは経験あるいは感覚的なものであ

ることが多く、客観的な裏付けがあるものではな

い。その結果として、保育などの現場では障害由

来か否かを問わず、いわゆる「気になる子」とし

て包括されているという現状がある。得られた所

見から「たんぽぽ」は発達の遅れを客観的に知り

うるアセスメントツールであり、さらに早期発見

という観点からはスクリーニングツールとなりう

るものと考えることができる。換言すれば、保育

場面の段階から保育士や保護者の「気づき」を積

極的に促すツールとなりうると考えられる。今後

保育などの実践場面における「たんぽぽ」の活用

によって、子どもの具体的な困難さを保育士が客

観的に知る手掛かりを得ることが可能となり(早

期発見)、より効果的な療育あるいは教育的支援

につながる(早期対応)ものと考える。

ここからは、具体的な保育現場における「たん

ぽぽ」の活用について、早期発見・早期対応とい

う観点から考察を加える。通常、保育所(園)で

は保育記録の義務があることから、子どもの実態

を把握するために「児童票Jなどの作成を行っ

ている。例えば沖縄県宮古島市の公立保育所で

は保育指針に則った5領域を基盤として、「児童

票」の中に子どもの発達を評価するチェックリス

トを用意している。このチェックリストについて

は昨年改訂作業が行われたところであるが、 100

を越える項目について年間4回の評価が行われ
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ている。その内容は「寝返りをうてる」など、原

則として子どもの観察を基本にしてチェックを行

うように作成されている。一方「たんぽぽ」は、

基本的に音楽を活用した活動を行うことを通じて

チェック可能であるように作成されている。お互

いの項目内容について予備的に比較検討したとこ

ろ重複するものも少なくないことが確認されてお

り、双方を統合することでより効果的な評価ツー

ルとなりうる可能性がある。この点については、

別稿で詳細に述べる予定である。今後仮に「たん

ぽぽ」を児童票の一部として活用することができ

れば、特に音楽的な保育活動を通して保育士は子

どもの定型発達をより正確かつ容易に知ることが

できょう。

本研究で示したように「たんぽぽ」を活用し

た評価によって、大多数の子どもは健常児として

生活年齢に沿った発達を見せるはずである。その

場合に保育士は「たんぽぽ」の評価項目を確認す

ることで子どもの「現在の発達段階」を知り、そ

れに基づいて「次の発達段階」を目指した保育活

動者具体的に考えることが可能である。一方でア

ンダーシュートやブランクの見られる子どもの場

合には、上述したような障害由来であることが疑

われる。この場合「たんぽぽ」によってその子ど

もが抱える具体的な困難についてはすでに明らか

になっていることから、それに基づいて保育士は

保護者と連携しながらケース会議を開くなどして

具体的な対応を考えることができる。さらに、ケ

ース会議などで外部の専門家へ繋ぐ必要があると

判断された場合には、次の段階として外部機関に

繋ぐことが望ましい。その際には「たんぽぽ」の

評価内容を資料として提供することでスムースな

相談活動もまた期待できよう。例えば宮古島市の

場合には、外部機関として発達障害児(者)支援

室「ゆい」がある。保育士は保護者の了解を取り

ながら、「ゆい」に繋ぐことで専門家による療育

相談やWISCなどの発達検査を受けることができ

る。さらに宮古島市の場合には「ゆい」の専門相

談員が「たんぽぽ」開発メンバーで、もあることか

ら、評価内容を子どもの実態把握に活用すること

ができる。これらのことから、少なくとも宮古島

市では保育所(園)などにおける「たんぽぽ」の

活用が、外部の支援ネットワークシステムに有効

に繋がる体制が整っているといえる。

2. rたんぽぽ」が果たすべき役割と限界
ここでは「たんぽぽ」が評価ツールとしてもつ

役割とその限界について考える。前述したように

開発開始当初は、特に知的障害児を対象として特

別支援学校における使用を念頭に置いていた。そ

の後、保育所現場における使用へと趣旨が変更さ

れ「たんぽぽ」と命名されたが、その開発に当た

っては終始「実践現場で活用できるツール作成」

を第一目的とし、その趣旨に則って「専門家以外

でも評価可能なツール」を開発することを目指し

てきた経緯がある。上述したように、これまでに

「たんぽぽ」がもっ評価ツールとしての妥当性・

信頼性については中項目のレベルまでは検証が終

わっているぺしかし、保育士や教員、保護者な

どが評価できるように作成されていることから、

評価項目が抱える誤差を含んでいる可能性はなお

否定できない。この点を考慮して、上述したよう

に「たんぽぽ」活用によって障害由来の可能性が

考えられる子どもが見つかった場合には、原則と

して保育所(園)などにおけるケース会議を経て、

支援室「ゆい」のような外部の専門機関に繋いで

いくことが望ましい。外部の専門機関では、「た

んぽぽ」の評価内容に基づいて、さらにWISCな

ど既成の心理検査を行うことで、より詳細な子ど

もの実態と特性について具体的に知ることができ

る。このことによって、例えば問題となる行動が

障害由来であるのか、あるいは生育歴や家庭環境

によるものであるなどについても明らかとなろ

う。またこの時点で「たんぽぽ」の活用に関わっ

て、保護者の「障害受容」を丁寧に促すことも忘

れではならない。子どもの障害に関しては、種別

を間わずそのニーズに応じた対応がなされること

が望ましいことはいうまでもない。しかし、障害

由来か否かによって、保育士や保護者あるいは教

員の対応が全く異なることを考慮すれば、正確な

スクリーニングは必要不可欠であろう。

以上述べてきたことから、専門機関における既

成の心理検査によって障害児が「スクリーニング」

されると考えるならば、「たんぽぽ」の持つ役割

はその前段階にあり、広く保育場面などで実施が

可能であるという意味から「プレスクリーニング」

と呼ぶべきものと考えられる。具体的には、まず

保育の場面において「たんぽぽ」を活用して子ど

もの発達を評価し、定型発達に合致しない事例を

見いだす(プレスクリーニング)。この「プレス

クリーニング」は換言すれば、保育士や保護者の

「気づき」を促す段階であるともいえる。さらに

より詳細な発達評価が必要な事例の場合には、次

の段階として保護者と連携しながら外部の専門機

関に繋ぎ、専門家による療育相談や既成の心理検

査を受ける。この段階ではじめて、それまで「気
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になる子」として大括りされていた子どもが、「障

害由来」あるいは「生育歴、家庭環境などに由

来」しているかの区別が可能となる(スクリーニ

ング)。本研究では、以上述べたプレスクリーニ

ングとスクリーニングの段階を併せて「早期発見」

の段階と考える。次に「早期発見」に基づいた具

体的な「早期対応」として、専門機関において引

き続き療育相談が行われる、あるいは地域の母子

通園施設を紹介する、 AD/HDなどの場合には医

療機関など他の外部機関に繋ぐことなどが考えら

れる(図7)。

母子通園

医療・療育相談など

早期発見

スタグーエシグ(専門機関)

rWISGJ rPARSJ rM-GhatJ etc. 

プレスクグーエシグ{保育場面)

『たんぽぽ』

図7. 早期発見・早期対応とスクリー二ングの
段階

現在も継続して「たんぽぽ」の評価項目につい

ては「保育士や保護者の生の声」を参考にしなが

ら、修正作業を進めているところである 9)0 iた

んぽぽ」の役割が上述した「プレスクリーニング」

にあるとすれば、それを可能にするために生じる

誤差については「たんぽぽ」のもつ限界として認

識しておく必要がある。「たんぽぽ」は、あくま

で既成の心理検査を行う前段階で使用するツール

として、その役割分担を明確にしながら今後とも

項目内容の修正を行い、統計的な妥当性・信頼性

などの評価についても再度行う予定である。

3.本研究の課題と展望

今回分析した事例について、その後も対象幼

児の発達を追いながら評価あるいは分析を継続し

ているわけではない。今後は、事例を限って健常

乳幼児の発達を継続的に追いながら評価し分析す

ることが必要であろう。この点については現在O

歳からスタートして 2歳までの継続的な事例研

究を実施しているところである 9)。さらに、本研

究において、幼児の「個人用プロフィール」老年

齢別および4つの領域別に分析したところ、共通

してブランクが見られる項目を見いだすことがで

きた。また、乳幼児の発達にアンダーシュートが

見られる場合や特定の項目においてブランクがみ

られた場合、対人関係などの困難が予想された。

しかし例えば特定のブランクに対して、その原因

としてどのような障害が考えられるのかについて

は、対人関係の困難などが疑われたものの、今後

さらに詳細な検討が必要である。「たんぽぽ」に

よって子どもの発達を捉えた際、評価の結果から

どのような障害が考えられるのかを具体的に知る

ことができれば、より効果的な個に応じた療育、

教育的対応を考えることが可能となる。そのため

には、健常乳幼児の事例分析のみならず、例えば

特別支援学校に在籍する確定診断された子どもの

発達を「たんぽぽ」を用いて評価し、健常乳幼児

との比較検討を行うことなどが望まれる。

最後に、我が国では乳幼児健康診査が早期発見

の拠点となっている。しかし、現状では乳幼児期

での障害の発見と診断が困難なまま、就学支援を

通過せずに学齢期に至る場合も少なくない。この

問題を解決するためには、乳幼児健康診査および

幼稚園や保育所におけるいわゆる「気になる子」

の早期発見の促進が望まれることはいうまでもな

い。しかし前述したように保育士は、行動面など

から子どもの障害の徴候を何らかの形で感じ取っ

ている場合が多いものの、保護者や保健師にどの

ような点が「気になる」のかについて、具体的あ

るいは客観的に説明することができないことが多

い。加えて乳幼児の場合、乳幼児期であればある

ほど発達障害に関する確定診断は困難であり、さ

らに保護者の障害受容に至つては極めて困難で、あ

ることはいうまでもない。得られた所見から、保

育現場のみならず乳幼児健康診査の場面において

も「気づき」を促すという観点から「たんぽぽ」

の活用は効果的であると考えられる。今後「たん

ぽぽ」をプレスクリーニングのためのツールとし

て活用していくためにも、乳幼児健康診査などに

おける「たんぽぽ」の試用を通じた具体的な活用

に関する方法論についても実践的な研究が求めら

れる。
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